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論 文 内 容 の 要 旨
細菌に対するアレルギ- 反応が, 皮膚疾患の発症に関与するこ-とは, 既にMikrobielesEkzem, 病巣
感染説等として唱えられているが, その根拠となるものも間接的手段によるものであって, 直接病巣部に
細菌由来の物質を検出したという報告はない｡ これはたとえば局所に細菌由来物質が存在していたとして
も, それが菌体としての形を留めず破壊さ笹, 菌体成分となった場合には, 従来までの方法によって, そ
れを検出することは不可能であったからであろう｡ 著者は蛍光抗体蔭を応用してこの細菌由来物質の皮膚
組織内での検出を試みた｡
まずブドウ球菌, 連鎖状球菌に対する家兎抗血清を作成し, これに蛍光色素を結合せしめて, 抗ブ菌,
或いは抗連球菌蛍光抗体を作成した｡ 1) 抗ブ菌蛍光抗体は; 連球菌, 大腸菌とは全く反応しなか った
がトブ菌表皮株とは弱く反応し, この反応性はブ菌の生物学的性状に関係があるように思われた｡ また耐
性ブ菌のうちには, 反応性の弱いものが認められた.へ









(2) 貨幣状湿疹, 紅皮淀, 湿潤性湿疹では表皮内にも真皮内にも特異蛍光が認められ, 表皮 内 の蛍光
は, 表皮細胞問に頼粒状, 或いは禰慢性に認められるものが多く, 真皮内の蛍光は多核白血球や組織球の
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細胞質内に認められるものが多かった｡




(4) 脂漏性湿疹, アトピー性皮膚炎, 慢性湿疹, 限局性神経皮膚炎, 紅斑性狼癒, 尋常性乾癖, 紅色苔




(1)無菌動物 (マウス) では蛍光陽性率は0 であった｡
(2) マウスにブ菌菌体成分を静注すると, 蛍光陽性率は上昇した｡
(3) 健康人では蛍光陽性率は 1 - 7 % であった｡
(4) 紅皮症, 敗血症では, その蛍光陽性率は全例で高く, 化膿性疾患や湿疹群では, 一部の症例が高か
った｡








自家感作皮膚炎, 多形溶出性紅舞, 環状紅斑では真皮乳頭層から真皮上層の, 結節性紅乳 結節性動脈
周囲炎では真皮中層以下の浸潤した組織球や多核白血球の細胞質内に特異蛍光を認めた｡
この成績は培養により無菌の皮疹組織内に化膿球菌菌体成分の存在を始めて証明したものであり, これ
ら疾患の原因解明に重要な根拠を提供したものであり, またこの研究方法は他の微生物アレルギーの研究
にきわめて有用なものであり医学博士の学位論文と,して価値あるものと認定するO
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